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味 岡 能 文
本研究において,Mn-Si系合金バルクより煙微粒子 を作製 した｡そしてその構造 と形
態 を電子顕微鏡 を用いて,観察 した｡pureMnで見られるα-Mnや β-Mnは Mn-Si
系においてその形態に変化がみられた｡また,今までに報告のないβ-Mnの双晶が兄い
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出された｡双晶面は (221)面であり,その形態は,菱形十二面体を合成したものである｡
















安 藤 正 彦
Mn3Cu4Bi4化合物薄膜は,大きなKerr回転角を有し化学的に安定であることから,光磁
気記録材料として注目されている｡ 本研究ではこの化合物薄膜の生成過程,磁気特性および光
磁気特性を検討した｡得られた結果は以下のように要約される｡
<生成過程> 約10oC/minの速度で昇温する際,三層膜はその拡散初期の段階でMno.9-
Cuo.1Bi化合物を生成する｡その後Cu原子の拡散にともない,強磁性化合物Mn3Cu4Bi4が
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